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〜
令
和
５
年
第
2
回
定
例
会
〜

　
令
和
5
年
第
2
回
定
例
会
を
7
月
27
日
（
木
）
に
和
束
町
議
会
議

場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
総
務
厚
生
･
文
教
各
常
任
委
員
長
か
ら
委
員
会
報
告
が

あ
り
、
そ
の
後
の
一
般
質
問
で
は
3
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て
、

続
い
て
、
相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

条
例
制
定
の
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

一 般 質 問

相
楽
東
部
広
域
連
合

議
会
だ
よ
り�

Vol
❷

 

Q　
町
村
の
学
校
施
設

（
体
育
館
）
は
被
災
者

の
避
難
場
所
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
る
が
、
避
難
所
開
設
の
決

定
、
開
所
の
責
任
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。

A
岡
田
教
育
長

　
学
校
は
、
児
童
生
徒
の
教
育

活
動
に
日
常
的
に
使
用
し
て
い

る
た
め
、
そ
の
点
に
お
い
て
学

校
及
び
教
育
委
員
会
の
管
理
管

轄
に
な
る
。

　
た
だ
、
防
災
拠
点
と
し
て
の

使
用
に
当
た
っ
て
は
、
町
村
の

範
疇
に
な
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、

災
害
時
に
お
け
る
開
設
の
決
定
、

開
所
の
責
任
は
町
村
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
災
害
は
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

日
常
使
用
し
て
い
る
学
校
・
教

議　案
令和５年度一般会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ750万１千円を追加し、歳入歳出それぞれ８億3,258万円とする補正 可決　挙手全員

育
委
員
会
に
お
い
て
開
設
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
連

携
・
協
力
し
て
い
き
た
い
。

 

Q　
広
報
紙
に
つ
い
て
、

文
字
の
色
や
字
体
、
地

色
な
ど
、
色
覚
障
害
者
、
高
齢

者
に
配
慮
の
あ
る
紙
面
作
り
を
。

A
平
沼
職
務
代
理
者

　
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
字
体
、

地
色
な
ど
極
力
デ
ザ
イ
ン
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
色
覚
障
害
者
や

高
齢
者
の
方
に
配
慮
し
た
紙
面

づ
く
り
に
向
け
て
、
引
き
続
き

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

こ
ど
も
基
本
法
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

子
ど
も
を
真
ん
中
に
置
い
た
施
策
は
当
然
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
本
法
律
を
踏
ま
え
一
層
の

取
組
を
進
め
た
い
。

岡
田
教
育
長

鈴
木 

か
ほ
る 

議
員
南
山
城
村
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Q　
指
針
の
内
容
は
。

A
岡
田
教
育
長

　
指
針
は
、
現
時
点
で
の
生
成

Ａ
Ｉ
の
活
用
の
適
否
を
判
断
す

る
際
の
参
考
資
料
と
し
て
暫
定

的
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
、
一
律
に
使
用
禁
止
、
あ
る

い
は
使
用
を
義
務
付
け
る
も
の

で
は
な
い
。

　
ま
た
、
現
段
階
で
は
「
透
明

性
や
信
頼
性
に
関
す
る
疑
念
」

が
あ
り
、
限
定
的
な
利
用
か
ら

始
め
る
こ
と
が
適
切
と
さ
れ
て

い
る
。

 

Q　
ご
み
処
理
の
課
題
を
ど

う
整
理
さ
れ
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

A
平
沼
職
務
代
理
者

　
令
和
2
年
に
策
定
し
た
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
で
は
、
構
成

町
村
全
体
の
ご
み
一
人
一
日
あ
た

り
の
平
均
排
出
量
を
、
令
和
16
年

度
に
、
元
年
度
比
で
5
％
削
減
す

る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
4
年

度
の
実
績
は
、
元
年
度
に
比
べ
て

ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
に
あ
り
、
ご

み
の
減
量
化
が
課
題
の
1
つ
と
考

え
て
い
る
。

　

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た
周

知
・
徹
底
を
図
る
た
め
、
広
報
紙

を
中
心
に
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、

構
成
町
村
に
お
い
て
も
、
家
庭
用

の
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
な
ど
の
設

置
に
対
す
る
補
助
な
ど
ご
み
の
減

量
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

Q　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
擁

壁
安
全
対
策
工
事
後
の
亀

裂
等
の
発
生
に
つ
い
て
、
原
因
の

把
握
は
。

A
平
沼
職
務
代
理
者

　
変
状
の
原
因
と
し
て
、
専
門
家

か
ら
は
、
一
つ
目
と
し
て
、
そ
も

そ
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
軟
弱

な
地
盤
の
上
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
、

二
つ
目
に
、
工
事
に
実
施
に
当
た

り
、
建
屋
や
粗
大
ご
み
置
き
場
の

存
置
、
ま
た
杭
基
礎
の
保
全
な
ど

を
要
件
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
安

全
対
策
は
ま
だ
そ
の
途
上
に
あ
る

こ
と
、
最
後
に
、
大
き
な
降
雨
に

よ
る
影
響
、
と
の
見
解
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

 
Q　
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ

ン
ト
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
作
成
済
み
か
。
ま
た
そ
の

内
容
は
。

A
岡
田
教
育
長

　
保
護
者
対
応
の
み
に
特
化
し

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
が
、
災

害
、
不
審
者
、
い
じ
め
等
に
対

応
す
る
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
は
既
に
各
校
で
整
備
さ
れ

て
い
る
。

　
保
護
者
対
応
に
不
測
の
事
態

が
生
じ
た
場
合
は
、
状
況
を
し

っ
か
り
把
握
し
、
保
護
者
の
意

見
に
十
分
に
耳
を
傾
け
、
そ
の

真
意
を
理
解
し
た
上
で
保
護
者

に
説
明
す
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。

ご
み
出
し
困
難
者
へ
の
支
援
は
。

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
、

管
内
小
中
学
校
に
ど
の
よ
う
な

通
達
を
行
っ
た
の
か
。

村
山 

一
彦 

議
員
和
束
町

自
助
・
共
助
を
基
本
と
し
、
民
生
委
員
の
ほ
か
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
。

平
沼
職
務
代
理
者
・
中
副
連
合
長
・
奥
田
参
与

文
部
科
学
省
が
公
表
し
た
指
針
を
踏
ま
え
、
長
期

休
業
中
に
お
け
る
取
扱
い
の
留
意
事
項
を
生
徒
・

保
護
者
等
に
連
絡
す
る
よ
う
通
達
し
た
。

岡
田
教
育
長

向
出 

健 

議
員
笠
置
町

発　議
相楽東部広域連合議会の個人情報の保護に関する条例制定の件 可決　挙手全員
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まち・むら
topics

笠
置
防
犯
パ
レ
ー
ド

　
7
月
21
日（
金
）、
町
内
で
木
津
警
察
署
が
主

催
と
な
っ
て
笠
置
防
犯
パ
レ
ー
ド
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
笠
置
町
内
で
の

水
難
事
故
防
止
、
交
通
安
全
運
動
の
普
及
や
特

殊
詐
欺
被
害
防
止
を
目
的
と
し
た
街
頭
啓
発
活

動
で
す
。
当
日
は
、
主
催
の
木
津
警
察
署
を
は

じ
め
様
々
な
機
関
の
人
た
ち
が
参
加
さ
れ
、
笠

置
キ
ャ
ン
プ
場
内
で
は
小
学
校
の
児
童
た
ち
が

作
成
し
た
横
断
幕
を
町
長
等
に
贈
呈
す
る
式
典

も
開
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
笠
置
い
こ
い
の
館
で
は
、
警
察
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
や
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
演

技
も
披
露
さ
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

和
束
茶
を
振
る
舞
い
ま
し
た

　
8
月
19
日（
土
）
～
21
日（
月
）
の
3
日
間
、

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
で
和
束
茶
の

振
る
舞
い
・
販
売
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
当

日
は
、
多
く
の
お
客
さ
ま
が
和
束
茶
を
味
わ

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
和
束
町
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
茶
茶
ち
ゃ
ん
」

も
登
場
し
、
お
子
様
や
外
国
人
か
ら
も
人
気

で
み
な
さ
ん
写
真
を
撮
っ
た
り
握
手
を
し
た

り
と
多
く
の
人
で
賑
い
ま
し
た
。

　
和
束
町
の
観
光
P
R
も
お
こ
な
い
、
多
く

の
人
に
和
束
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

和束町

京
都
府
茶
品
評
会・関
西
茶
品
評
会
で
産
地
賞
W
受
賞

　
第
41
回
京
都
府
茶
品
評
会
の
審
査
会
が
、
7
月
4
・
5

日
の
2
日
間
、
第
75
回
関
西
茶
品
評
会
の
審
査
会
が
8
月

2
～
4
日
の
3
日
間
、い
ず
れ
も
宇
治
茶
会
館（
宇
治
市
）

に
お
い
て
開
か
れ
、「
お
茶
の
形
や
色
、
水
色
、
香
、
味
」

の
各
項
目
に
つ
い
て
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
煎
茶
の
部
に
お
い
て
、
南
山
城
村
の
中
窪
耕
司

さ
ん
（
田
山
）
が
見
事
、
両
品
評
会
に
お
い
て
1
等
1
席

の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た（
農
林
水
産
大
臣
賞
申
請
予
定
）。

2
つ
の
品
評
会
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
W
受
賞
す
る
の
は

13
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

　
中
窪
さ
ん
以
外
に
も
、
１
～
3
等
に
南
山
城
村
の
お
茶

が
多
数
入
賞
し
、
京
都
府
茶
品
評
会
に
お
い
て
は
3
年
連

続
30
回
目
、
関
西
茶
品
評
会
で
は
4
年
振
り
9
回
目
の
産

地
賞
の
受
賞
が
確
実
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
品
評
会
に
出
品
い
た
だ
き
ま

し
た
生
産
者
さ
ん
の
ご
努
力
と
、
手
摘
み
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
摘
み
子
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

新たに設置した被覆棚の下、約100名で手摘み（田山）

南山城村

笠置町

和束町
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ち
か
ん・盗
撮
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

～
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
は
、ゼ
ロ
じ
ゃ
な
い
～

　
通
勤
・
通
学
時
間
帯
を
中
心
に
、
混
雑
す
る
電
車
内
や
駅

構
内
で
痴
漢
や
盗
撮
と
い
っ
た
犯
罪
が
増
え
て
く
る
時
期
で

す
。

　
あ
な
た
の
周
り
に
も
痴
漢
や
盗
撮
の
被
害
に
悩
ん
で
い
る

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
被
害
者
の
た
め
に
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と

　
○
被
害
者
に
優
し
く
声
を
掛
け
る

　
　

 　
「
大
丈
夫
で
す
か
。」、「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。」
な

ど
、あ
な
た
の
一
言
で
被
害
者
は
、と
て
も
救
わ
れ
ま
す
。

　
○
被
害
者
の
代
わ
り
に
周
囲
の
人
や
駅
員
に
協
力
を
求
め
る

　
　

 　
１
人
で
犯
人
を
捕
ま
え
た
り
し
よ
う
と
せ
ず
に
、
周

り
の
み
ん
な
で
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
被
害
者
の
代
わ
り
に
１
１
０
番
通
報
を
す
る

　
　

 　
痴
漢
の
被
害
者
は
、
怖
く
て
犯
人
の
特
徴
や
顔
等
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

 　
あ
な
た
が
代
わ
っ
て
犯
人
の
特
徴
や
逃
走
方
向
を
通

報
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
○�

警
察
に
情
報
提
供
を
す
る
（
時
間
が
経
っ
て
い
て
も
構

い
ま
せ
ん
）

　
　

 　
断
片
情
報
で
も
構
い
ま
せ
ん
、
目
撃
か
ら
時
間
が
経

過
し
て
い
て
も
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

京
都
府
警
察
鉄
道
警
察
隊　
レ
デ
ィ
ー
ス
相
談

　
　
☎
0
7
5
・
6
8
2
・
0
9
1
3

　
京
都
府
木
津
警
察
署

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

安心安全
ほっ

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 
相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

令
和
５
年
度
消
費
生
活
講
座
開
催

自
分
が
で
き
る
S
D
G
s
っ
て
何
だ
ろ
う
？

新たに設置した被覆棚の下、約100名で手摘み（田山）

参
加
資
格　

木
津
川
市
お
よ
び
相
楽
郡
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

参 

加 

費　

無
料

主　
　

催　

相
楽
広
域
行
政
組
合
（
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

申
込
方
法　

�

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
「
消
費
生
活
講
座
参
加
希
望
」
の

旨
と
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
予
定
日
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

９
月
８
日（
金
）～
10
月
19
日（
木
）申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
締
切　

各
回
の
1
週
間
前
ま
で

申
込
み
先
　
相
楽
広
域
行
政
組
合
（
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
4
2
1　

FAX
0
7
7
4
・
72
・
0
4
7
0

詳しくは
こちらから

回

日
　
時

テ
ー
マ
・
講
師

会
場（
定
員
）

１
9
月
22
日
（
金
）

午
後 

１
時
30
分
～

　
　
３
時
30
分　

テ
ー
マ「 

自
分
が
で
き
る
S
D
G
s
の
取
組
と
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
」

講 

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
渡
邊 

孝
子

テ
ー
マ「
特
殊
詐
欺
の
現
状
と
防
止
対
策
に
つ
い
て
」

講 

京
都
府
木
津
警
察
署
警
部
補　
樋
口 

弘
樹 

氏

相
楽
会
館

大
ホ
ー
ル

（
50
人
）

２
９
月
28
日
（
木
）

午
後 

１
時
30
分
～

３
時
30
分　

テ
ー
マ「 

納
得
工
房
で
住
ま
い
の
中
の
S
D
G
s
の
体
験
を
し
よ
う
！
」

　
積
水
ハ
ウ
ス
納
得
工
房
見
学
（
90
分
コ
ー
ス
）

納
得
工
房

（
30
名
）

現
地
集
合

３
10
月
19
日
（
木
）

午
後 

１
時
30
分
～

　
　
３
時　

テ
ー
マ「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
罠
」

講 

一
般
社
団
法
人
E
C
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事　
原
田 

由
里 

氏

　

相
楽
会
館

大
ホ
ー
ル

（
50
人
）

４
10
月
26
日
（
木
）

午
後 

１
時
30
分
～

３
時
30
分　

テ
ー
マ「
お
茶
の
生
産
者
か
ら
の
声
」

講 

増
田 

燿
平 

氏
（
ま
っ
さ
ん
フ
ァ
ー
ム
代
表
）

テ
ー
マ「
茶
香
服
体
験
」

講 

中
山 

美
雪 

氏
（
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
）

相
楽
会
館

大
ホ
ー
ル

（
40
人
）

N
H
K
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
等
に
出
演
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和束町史編さんだより
 第15回 幻の鉄道

　和束町は、一度も鉄道が通ったことがない町ですが、戦前に鉄道が通る計画はありました。役場に残
されていた資料から、その経過が分かりますので、それを紹介したいと思います。
　1923年（大正12年）第46回帝国議会で京都府加茂駅から滋賀県貴生川駅までの鉄道工事を1924年
（大正13年）度から始めることが決まりました。和束は、その鉄道のルートにあたっていたようです。
しかし、1923年（大正12年）９月１日の関東大震災、たび重なる内閣の交代、財政整理などで一向に
計画は進みませんでした。そのため、1927年（昭和２年）に西和束・中和束・東和束・湯船村長が連
名で時の田中義一政友会内閣に計画を進めてほしいという請願書を出しています。田中義一内閣は交通
機関の整備を標榜していたこともあり、1929年（昭和４年）には工事準備のための測量が加茂から東
和束村まで行われたようです。
　ところが、財界不況などのため、計画はその後も進まず、1933
年（昭和８年）の資料には延期のやむなきに至ったと書かれていま
す。これは実質的に計画の中止であったと言ってよいでしょう。
　その代わりとして持ち上がった計画が、（鉄道）省営バス近城線
でした。京都府加茂駅から滋賀県信楽駅までバスを走らせるという
計画で、1933年、西和束・中和束・東和束・湯船・瓶原村・加茂
町長が連名で京都府知事に対して、計画を早く進めてほしいという
請願書を出しています。
　こちらの方は計画が進んでいき、1940年（昭和15年）に省営バ
ス近城線が開通します。2023年（令和５年）現在、和束町内を走
るバスの運営主体や距離・終点は変わっていますが、路線としては
省営バス近城線が基本として引き継がれています。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課　和束町史編さん室
　　☎ 0774・74・8952
　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

教
育

Ed u catio n

 ゆるふる部活動「マウンテンバイク体験」
　７月30日（日）和束町湯船MTBLANDで、ゆるふる部「マウンテンバイク体験（レ
ッツ・ライド・マウンテンバイクス）」が開かれ、管内３小中学校から 11名の児童
生徒が本格的なマウンテンバイクを体験しました。
　この事業は、相楽東部広域連合教育委員会が今年度から進める部活動の地域移行に
関連した取組としておこなわれ、「３町村の魅力を活かした総合型部活動（ゆるくふる
里のよさを楽しむ「ゆるふる」部）」の第一弾としておこなったものです。秋以降には
「抹茶アート体験」や「ボルダリング体験」を予定していますので、子どもたちが、豊
かな体験をできるよい機会です。一度参加してみてはいかがでしょうか。

 「加茂・貴生川間鉄道請願関係書類」
旧東和束村役場の資料が和束町役場に保管され
ていました。
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 新任および退任されるALTの挨拶

　Hello, my name is Ivan Carvajal. 
I am from Chicago. This is my 
first time I will be living abroad. 
I like to play video games, go on 
walks, and watch TV. My favorite 
video game is Minecraft. I am 
looking forward to live here and 
experience a new culture. Nice 
to meet you.

　はじめまして、私の名前はアイバ
ン・カーバハルです。シカゴ出身です。
海外に住むことは初めてです。私の好
きなことはゲームをすること、散歩を
すること、テレビを見ることです。一
番好きなゲームはマインクラフトです。
ここで働き、新しい文化を経験するこ
とを楽しみにしています。よろしくお
願いします。

I
アイバン
van C

カーバハル
arvajal新任

体育大会・運動会のご案内
■９月９日（土）午前９時～（雨天翌日順延）
　和束中学校・笠置中学校
■10月14日（土）午前９時～（雨天翌日順延）
　笠置小学校・和束小学校・南山城小学校

みんなで応援にきてね☆

　After more than four years, I am leaving 
my position as an ALT for the Soraku-Tobu 
District. I express my heartfelt gratitude to 
everyone who participated in my classes, 
the teachers, the parents, and the members 
of this community who always treated me 
with warmth. The time I spent here was very 
meaningful. I'll come visit this region again, so 
I'd be happy if you could say hello when I do. 
Thank you all very much.Ivan, off to you!

　四年間以上の月日を経て、相楽東部広域連合のALT
を引退します。授業に参加してくださった方、先生方、
保護者の方、そしていつも暖かく接してくれた地域の
方に心より感謝申し上げます。ここで過ごした時間は
とても有意義なものでした。またこの地域に遊びに来
ますので、その時は声をかけてくれれば嬉しいです。
本当にありがとうございました。アイバン、よろしく
頼みました！

C
クラーク
lark B

ボードリー
oudrie退任

7 2023.9︱vOL.210広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

教育 Education



保健・福祉保健・福祉

10月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
10月  1日（日） 内科・小児科
    　  8日（日） 内科・小児科
    　  9日（月・祝） 内科・小児科
    　15日（日） 内科・小児科
    　22日（日） 内科・小児科
    　29日（日） 内科
※ ９月分については広報れんけい８月号を

ご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～

症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988直

当日電話予約制です

相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ
　
昔
か
ら
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
消
化
管

に
不
調
を
き
た
す
事
は
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
と
は
、
外
刺
激
に
よ
り

体
内
に
生
ず
る
反
応
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

緊
張
感
に
よ
り
物
事
が
順
調
に
運
ぶ
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
原
因
で
体

調
不
良
に
な
る
こ
と
も
多
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
消
化
器
症
状
が
あ
り
、
内
視
鏡
検
査

で
も
異
常
が
な
く
、
そ
の
症
状
を
説
明

で
き
る
器
質
的
疾
患
を
診
断
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
病
態
を
機
能
性
消
化
管
障

害
と
い
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
大
腸
、
小

腸
由
来
の
消
化
器
症
状（
下
痢
や
便
秘
、

腹
痛
な
ど
）
を
呈
す
る
も
の
を
過
敏
性

腸
症
候
群
と
し
、
胃
、
十
二
指
腸
由
来

の
症
状
（
胃
痛
や
胃
も
た
れ
な
ど
）
を

呈
す
る
も
の
を
機
能
性
デ
イ
ス
ペ
プ
シ

ア
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
敏
性
腸
症
候

群
は
、
人
口
の
約
15
％
に
み
ら
れ
る
頻

度
が
高
い
疾
患
で
、
便
の
性
状
に
よ
り

便
秘
型
、
下
痢
型
や
両
者
の
交
替
型
な

ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
機
能
性
デ
イ
ス

ペ
プ
シ
ア
は
、
こ
れ
ま
で
慢
性
胃
炎
と

い
う
病
名
で
治
療
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
不
快
な
症
状
が
あ
る
も
の
の
検
査

上
異
常
が
な
い
場
合
に
診
断
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
食
物
は
食
道
を
通

り
胃
で
消
化
、
腸
で
栄
養
素
が
吸
収
さ

れ
、
残
り
が
排
泄
さ
れ
ま
す
。
消
化
管

が
う
ま
く
働
い
て
い
る
の
は
、
消
化
管

の
神
経
系
と
そ
れ
を
調
節
す
る
自
律
神

経
の
連
携
が
保
た
れ
て
い
る
か
ら
で
、

偏
食
や
生
活
習
慣
の
乱
れ
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
で
こ
の
連
携
が
崩
れ
る
と
胃
腸
に

異
常
が
な
い
の
に
本
来
の
よ
う
に
機
能

せ
ず
、
種
々
の
不
快
な
症
状
が
出
現
す

る
と
考
え
れ
て
い
ま
す
。
治
療
の
目
標

は
、
生
活
の
質
が
低
下
し
な
い
よ
う
に

症
状
を
和
ら
げ
る
こ
と
で
す
。
胃
腸
の

働
き
を
改
善
す
る
た
め
に
規
則
正
し
い

生
活
が
必
要
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
を
心
掛
け
、
刺
激
物
・
脂
っ

こ
い
も
の
や
酒
・
タ
バ
コ
を
控
え
、
十

分
な
睡
眠
と
定
期
的
な
運
動
が
重
要
で

す
。
ま
た
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
込
ま
な
い

こ
と
と
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
時
間
を
作

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
生
活
習
慣
を
見

直
し
て
も
症
状
の
改
善
が
な
い
場
合
に

は
、
薬
物
治
療
も
有
効
で
す
が
、
ま
ず

我
慢
し
な
い
で
、
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

松
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
尾
尚
樹

機
能
性
消
化
管
障
害
に
つ
い
て

そ
の
�

令和５年度子宮頸がん個別検診のお知らせ（南山城村）
　８月の集団検診を受診出来なかった方々に、村外の医療機関で受診ができるよう 10月２日から令和６年１月
31日までの間で個別検診をおこないます。この機会を活用してぜひ受診ください。
◆医療機関案内◆
山城南保健所管内

医療機関名 所　在　地 電　話
京都山城総合医療センター 木津川市木津駅前１丁目27番地 0774・72・0235
いわたレディースクリニック 木津川市相楽台１-１-１イオン高の原ショッピングセンター３F 0774・39・3999
華クリニック 木津川市兜台4丁目３-９ 0774・72・2747
下里医院 精華町山田下川原22-２ 0774・72・1212
伊賀市内
森川病院 伊賀市上野忍町2516-7 0595・21・2425

（中産婦人科）緑ヶ丘クリニック 伊賀市緑ヶ丘本町761 0595・21・5678

費子宮頸がん　1,000円
申 ９月29日（金）までに南山城村保健福祉センターに電話でお申し込みください。なお、申込時に希望される医

療機関をご指定ください。(☎0743・93・0294)　後日、保健福祉センターから受診票を送付します。
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米寿のお祝い（３町村）
　相楽東部３町村では今年も多くの方が米寿をお迎えになりました。これからもますますお元気でお過ごしいた
だくことを祈念いたします。

笠置町
牧　　井　　俊　　一

片　　岸　　通　　子

吹　　原　　幸　　子

廣　　本　　ト シ 子

浦　　田　　幸　　子

小　　林　　慶　　範

寺　　坂　　至　　二

谷　　川　　玉　　代

森　　岡　　榮 美 子

中　　田　　千 江 子

濱　　路　　正　　實

安　　藤　　知　　子

川　　北　　隆 一 郎

田　　中　　ミ ネ 子

玉　　中　　八 重 子

小　　澤　　芳　　子

小　　谷　　繁　　治

中　　西　　正　　範

和束町
吉　　田　　い と ゑ

森　　河　　絹　　代

山　　根　　八 重 子

西　　田　　玉　　子

前　　田　　眞　　規

幕　　谷　　佳　　子

藤　　田　　ふ じ 江

仲　　川　　　　　勲

岡　　田　　彌 寿 子

藤　　田　　吉　　雄

森　　川　　八 重 子

奥　　　　　幸　　子

村　　城　　利　　雄

藤　　岡　　八　　郎

中　　村　　　　　修

西　　山　　キ ヨ ノ

堀　　　　　陽　　子

北　　　　　光　　男

細　　井　　邦　　江

大　　谷　　　　　肇

杉　　本　　悦　　子

姫　　野　　千 代 子

吉　　田　　良　　江

奥　　　　　文　　江

清　　水　　八 重 子

上　　嶋　　郁　　郎

竹　　内　　弘　　二

田　　端　　み さ 子

姫　　野　　侑　　弘

仲　　本　　節　　雄

竹　　谷　　清　　子

但　　馬　　善　　子

畑　　　　　康　　雄

竹　　谷　　元　　也

坊　　　　　き み 子

池　　田　　哲　　朗

南山城村
井　　 　　百　　世

畷　　　　　節　　子

西　　上　　惠 都 子

頭　　鬼　　和　　代

松　　下　　進　　子

西　　仲　　優　　之

小　　西　　郁　　夫

畷　　　　　美 代 子

中　　尾　　靜　　代

長 谷 川　　　　　毅

森　　西　　貴 美 子

有　　野　　美 津 子

森　　西　　　　　順

森　　道　　の ぶ 子

久　　保　　睦　　子

今　　西　　美 智 子

丸　　山　　善　　久

今　　井　　久　　子

村　　田　　壽　　志

奧　　口　　一　　子

川　　上　　ヒサ 子

仲　　尾　　濱　　子

森　　川　　愛　　子

甲　　田　　初　　枝

中　　村　　博　　子

萩　　𠩤　　光　　子

上　　田　　榮　　子

井　　藤　　　　　清

久　　貝　　泰　　三

廣　　本　　涼　　子

永　　松　　暎　　二

平　　林　　和　　哉

藏　　田　　芙 美 江

（敬称略）
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行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ

馬場町長が初登庁（和束町）

　８月13日（日）におこなわれた和束町長選挙で、初当選した馬場正実氏が、８月16日（水）に初登庁しま
した。役場玄関前にて、町職員、議会議員等の関係者から拍手で出迎えを受け、職員から花束が贈られました。
　その後、職員への訓示をおこない、「和束の魅力を発信し、長く住みたいと思えるまちづくりを進めてい
きたい。」と抱負を述べられました。
　また、同日におこなわれた和束町議会補欠選挙については、宗健司氏が初当選されました。

家屋を新築・増改築された人へ

　家屋（住家、店舗、工場、倉庫その他の建物）の固定資産税は、毎年
１月１日現在に存在する家屋に課税されます。また、それらの家屋を新
築または増築された場合、その翌年度から固定資産税が課税になります。
　新築家屋等の把握について、巡回調査等をおこない努めておりますが、
より正確な課税をするため、家屋を新築や増築等をされた場合は、担当
課へご連絡いただきますようお願いいたします。
　また、新築家屋および増築・改築の調査当日は、所有者または所有者
の代理人の立会いを要しますので、ご理解ご協力をお願いいたします。
問笠 置 町 税 住 民 課�☎0743・95・2302 直
　和 束 町 税 住 民 課�☎0774・78・3005 直
　南山城村税住民福祉課�☎0743・93・0103 直

森永乳業株式会社と「子育て支援品提供制度」をスタートします（笠置町）

　笠置町では、森永乳業株式会社の協力のもと「子育て支援品提供制度」をはじめます。
　本制度は、同社が取り組むサステナビリティ経営の実現を進める中で、
笠置町の子ども・子育て施策の充実を図る取り組みに賛同いただき、共
に笠置町民が安心して子育てができ、子どもが健やかに成長できる環境
づくりを推進することを目的としています。
　制度内容は、町内に住民登録のある人で出生届を提出された人のうち、
希望する人に同社より同社製の商品が詰め合わされた子育て支援品を無
償で町がもらい受け、出生届提出時などに本町の保健師から希望者にお
渡しするものです。
子育て支援品として提供される商品（令和5年7月現在）
・はぐくみ　エコらくパック　・わたしの育児日記
・せいちょうサポートBOOK（非売品）

左：中町長
右：森永乳業株式会社 関西支社 カスタマー
　　営業統括部　石川部長

８月16日、役場庁舎前にて花束を受け取られました。 登庁式後、職員へ訓示をおこないました。
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第75回日米学生会議（JASC）分科会の現地視察（南山城村）

　８月８日（火）、「第75回日米学生会議（JASC）」の分科会による持続可能性についてのプログラム（現地視
察と体験、地域住民との意見交換）が南山城村で開かれました。日米交互におこなわれる本会議は「価値の
再考・未来への思索」と題して、京都府を皮切りに長崎県、東京都の順に各地を訪問し、７つの分科会がそ
れぞれのテーマに沿った議論やフィールドトリップなどをおこないます。参加者は、食の循環や持続可能な
自然資源の利用についての活発な意見交換をおこなうなど、地域住民との積極的な交流が図られました。

第73回社会を明るくする運動（笠置町）

　「社会を明るくする運動」～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～は、すべての国民が、
犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わ
せ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会を築くための運動です。
　７月は、社会を明るくする運動の強調月間です。
　その一環として、７月６日（木）、JR笠置駅前で街頭啓発、笠置町産業振興会館で笠置町推進委員会をお
こないました。推進委員会では、内閣総理大臣からのメッセージを保護司から推進委員長である笠置町長に
伝達され、学校関係団体、町内各種団体、警察関係機関等による活動報告を受け情報交換をおこないました。
また、７月18日（火）には、更生保護女性会の活動として、精華町にある社会福祉法人盛和福祉会京都大
和（だいわ）の家の施設見学をおこないました。こどもたちが生活する居住スペースや共有スペース等施設
内を見学させていただき、施設長からお話を伺いました。

日米学生会議（JASC）とは…

平沼村長から英語での歓迎の挨拶 南山城村の特色や魅力、取組みについて研修 野殿区でNPO法人から森を再生させるための
活動についての説明や、野殿区の方々と地元で
採れた食材（鹿肉・野菜・米など）を使用した
昼食を試食

笠置町推進委員会 街頭啓発 施設見学

　米国の対日感情の改善、日米相互の信頼回復を目指して、その一翼を学生も担うべきとの理念のもと
1934年に創設された日本初の国際的学生交流プログラムで、日米の学生が３週間にわたって共同生活
を送りながら、様々な議論や活動を通じて相互理解を深め、得た成果を長期的に社会貢献や社会へ還元
していこうとする取り組み。
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�『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日
9
月
4
日（
月
）

　
　
午
後
7
時
30
分
～

　
　
8
時
40
分

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講 

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

対 

和
束
町
に
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

問 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日
9
月
6
日（
水
）・
20
日（
水
）

　
　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

所 

や
ま
な
み
ホ
ー
ル

講 

ア
イ
バ
ン
・
カ
ー
バ
ハ
ル
先
生

対  

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
人

問 

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　

�　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0　

�『
健
康
体
操
教
室
』

日
9
月
14
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す

　
ホ
ー
ル

講
鷹
野　
明
子
さ
ん

問 

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

講
座

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

●
和
束
町
教
室

日
9
月
16
日（
土
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所 

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー　
和
室

講
中
井　
薫
さ
ん

対 

和
束
町
に
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の

保
護
者

　
※ 

受
講
を
ご
希
望
の
人
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
ギ
フ
ト
ラ
ッ
ピ
ン
グ
体
験
講
座
』

日 
10
月
12
日（
木
）　
午
前
10
時
～
正
午

所 
笠
置
町
産
業
振
興
会
館

講 

井
上　
朝
子
さ
ん
（
ラ
ッ
ピ
ン
グ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

費 

1
5
0
0
円
程
度

対 

３
町
村
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人（
高
校
生
除
く
）

定 

先
着
10
人　

持 

ハ
サ
ミ
・
カ
ッ
タ

ー
ナ
イ
フ
・
持
ち

帰
り
袋
（
大
）

期 

9
月
19
日（
火
）～
29
日（
金
）

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
女
性
学
管
外
研
修
』

手
作
り
豆
腐
体
験
と

セ
ン
ト
レ
ア
空
港
で
旅
気
分

日 

10
月
31
日（
火
）

　
　
午
前
8
時
～
午
後
5
時
30
分

所 

名
古
屋
方
面（
豆
蔵
刈
谷
銀
座
店　

中
部
国
際
空
港
セ
ン
ト
レ
ア
）

集
合 �

和
束
方
面　
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー　

駐
車
場　
午
前
8
時
出
発

　
　

 

笠
置
方
面　
南
山
城
村
文
化
会
館　

駐
車
場　
午
前
8
時
30
分
出
発

費 

3
0
0
０
円（
講
習
費
+
昼
食
代
）

　
※
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
し
ま
す
。

対 

3
町
村
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人（
高
校
生
除
く
）

定 

先
着
25
人　
　

期 

9
月
7
日（
木
）～
13
日（
水
）

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

和
束
町
史
編
さ
ん
室

 「
第
16
回
古
文
書
講
座
」の
案
内

日 

９
月
30
日（
土
）

　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分
ま
で

所 

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

内 

テ
ー
マ　
幻
の
鉄
道

　

 　
昭
和
２
年（
１
９
２
７
年
）、
和
束

の
村
長
た
ち
４
人
が
国
に
対
し
て
鉄

道
計
画
を
早
く
進
め
て
ほ
し
い
と
い

う
請
願
を
出
し
ま
す
。
東
和
束
村
役

場
の
資
料
を
用
い
て
、
幻
と
な
っ
た

鉄
道
計
画
を
読
み
解
き
ま
す
。

講 
和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
専
門
員　
渡
邉　
久
仁
太

定 

15
人

費 

無
料

申 

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
☎
０
７
７
４
・
74
・
８
９
５
２

　
つ
な
が
ら
な
い
時
は
教
育
委
員
会
へ　
　
　

　
　
☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

地
域
公
開
講
座

（
京
都
府
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
促
進
事
業
）

日
9
月
30
日（
土
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所
木
津
川
市
東
部
交
流
会
館

内
①
講
演　

　
　
テ
ー
マ

　
　
　

 

介
護
へ
の
思
い
「
相
手
の
人
生

を
知
り
、
と
も
に
生
き
た
い
」

　
　
講　
師

　
　
　

 

細
井
恵
美
子
氏
（
92
才
現
役
の

介
護
職
員
）

　
②
介
護
体
験

対
会
員
と
府
民

申
9
月
15
日（
金
）ま
で

問
・
主
催
者

　

 

京
都
府
女
性
の
船
「
ス
テ
ッ
プ
あ
け

ぼ
の
」相
楽
支
部　
大
仲

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
5
5

学
校
祭 

～
M
I
N
A
M
I
の
輪
～

日
10
月
5
日（
木
）

　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分

　
10
月
6
日（
金
）

　
　
午
前
9
時
30
分
～
正
午

所  

京
都
府
立
南
山
城
支
援
学
校
（
精
華

町
大
字
山
田
小
字
医
王
寺
１
）

催
し

日…日時　 　 曜…曜日　　  所…場所　　  講…講師  対…参加対象  定…定員　  費…費用  持…持ち物
期…申込期間  申…申込方法  募…募集人員  内…内容  他…その他  　問…問合せ  予…予約  直…直通 122023.9︱vOL.210 広報  れんいけ
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対  
本
校
校
区
（
精
華
町
、
木
津
川
市
、

和
束
町
、
笠
置
町
、
南
山
城
村
）
に

お
住
ま
い
の
人

内  

児
童
生
徒
が
日
々
の
学
習
の
成
果
を

ス
テ
ー
ジ
や
ブ
ー
ス
で
披
露
し
ま
す
。

　

 

詳
し
く
は
②
チ
ラ
シ
二
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

他  

ご
応
募
い
た
だ
い
た
人
数
が
多
数
の

場
合
は
、
参
加
を
お
断
り
す
る
可
能

性
も
ご
ざ
い
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

申 

①
参
加
登
録
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
、
必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ

い
。

問 

京
都
府
立
南
山
城
支
援
学
校

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
7
2
5
5

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
資
料
展
示

「
左
手
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

― 

左
利
き
と
い
う
ま
な
ざ
し
で
、

見
え
て
く
る
風
景
―
」

日 

9
月
21
日（
木
）～
10
月
17
日（
火
）

（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

　
　
午
前
9
時
30
分
～
午
後
6
時

所 

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館 

閲
覧
室

（
地
下
1
階
）

内 「
左
利
き
」と
い
う
身
近
な
個
性
に
つ

い
て
、そ
し
て
利
き
手
に
関
わ
ら
ず
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
つ
い
て
、 ②チラシ

①参加登録

こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

費 

無
料

対 

年
齢
制
限
な
し
。

問 

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館・資
料
案
内

　
　
☎
0
7
7
4
・
98
・
1
3
4
1

資
料
展
示
関
連
講
演
会

「
左
利
き
の
科
学
と
社
会
～
多
様
性
と

共
生
に
つ
い
て
考
え
る
～
」（
け
い
は
ん

な
学
研
都
市
7
大
学
連
携
市
民
公
開
講

座
2
0
2
3
）

日 

9
月
22
日（
金
）

　
　
午
後
2
時
30
分
～
3
時
45
分

所 
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館 

大
会
議

室
（
地
下
１
階
）

※ 
講
演
会
終
了
後
、
当
館
職
員
に
よ
る

資
料
展
示
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。

講 

山
下 

光（
関
西
福
祉
科
学
大
学
教
育

学
部
教
育
学
科
長
・
教
授
）

定 

先
着
2
0
0
名
（
参
加
費
無
料
）

申 

左
記
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

問 （
公
財
）関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
推

進
機
構 

事
業
推
進
部

　
　
☎
0
7
7
4
・
95
・
6
1
2
5

京
都
府
要
約
筆
記
者
養
成
講
座（
前
期
）

　
市
町
村
の
要
約
筆
記
者
派
遣
事
業
の 市民講座申込

募
集

担
い
手
に
も
な
る
要
約
筆
記
者
の
養
成

を
お
こ
な
い
ま
す
。 

要
約
筆
記
と
は
、

聴
覚
障
害
の
あ
る
人
（
と
り
わ
け
中
途

失
聴
者
や
難
聴
者
）
の
た
め
に
、
話
の

内
容
を
そ
の
場
で
文
字
に
し
て
伝
え
る

こ
と
で
す
。
会
議
や
講
演
等
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
活
動
を
お
こ
な

う
こ
と
を
希
望
す
る
受
講
者
を
募
集
し

ま
す
。 

日 

共
通
講
座

　
　

 

11
月
４
日（
土
）、
25
日（
土
）、

　
　
12
月
９
日（
土
）

　
手
書
き
コ
ー
ス

　
　
1
月
13
日（
土
）、
28
日（
日
）、

　
　
2
月
24
日（
土
） 

　
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　
　
1
月
20
日（
土
）、

　
　
2
月
17
日（
土
）、
25
日（
日
）

　
※ 

い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
午
後

4
時
30
分

　
※ 

右
記
以
外
に
W
E
B
配
信
に
よ
る

自
宅
学
習
あ
り 

所 

共
通
講
座
・
手
書
き
コ
ー
ス

　
　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番 

64
）

　
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　
　

 

京
都
市
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

（
京
都
市
中
京
区
西
ノ
京
東
中
合
町
２
）

対  
前
期
課
程
修
了
後
、
後
期
課
程
を
受

講
し
、
認
定
試
験
を
受
験
し
て
京
都

府
要
約
筆
記
者
と
し
て
登
録
活
動
が

可
能
な
人
。
な
お
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー

ス
希
望
者
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
W
i
n
d
o
w
s

10
以
上
）
を
持
参

で
き
、
入
力
速
度 

70
字
／
分
以
上

で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
可
能

な
人
。

費 

無
料

　
※ 

た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
4
0
0
0
円

な
ら
び
に
教
材
等
一
部
自
己
負
担

あ
り

期 

9
月
19
日（
火
）～
10
月
16
日（
月
）

　
　
午
後
5
時
ま
で

申 

京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
福
祉
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
ハ
ケ
ン
と
マ
ナ
ビ
」→

「
マ
ナ
ビ
」か
ら
。

　
※ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
閲
覧
で
き
な
い

場
合
は
、
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

社
会
福
祉
法
人 

京
都
聴
覚
言
語
障

害
者
福
祉
協
会　
京
都
府
要
約
筆
記

者
養
成
講
座 

事
務
局 

　
　
　
☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8�

令
和
5
年
度
視
覚
障
害
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
養
成
研
修
の
ご
案
内

　
京
都
府
視
覚
障
害
者
協
会
で
は
京
都

府
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
視
覚
障
害
者

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
（
同
行
援
護
従
業

者
）
養
成
研
修
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
研
修
は
、
視
覚
障
害
者
の
外
出
を

支
援
す
る
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
育
成
す

る
も
の
で
す
。
受
講
お
よ
び
申
し
込
み

に
お
い
て
は
要
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

京
都
府
お
よ
び
京
都
府
視
覚
障
害
者
協

日…日時　 　 曜…曜日　　  所…場所　　  講…講師  対…参加対象  定…定員　  費…費用  持…持ち物
期…申込期間  申…申込方法  募…募集人員  内…内容  他…その他  　問…問合せ  予…予約  直…直通13 2023.9︱vOL.210広報  れんいけ

れ いんけ
れ いけん
れんけい
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人
権
相
談（
和
束
町
）

日 

9
月
27
日（
水
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問 

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日 

9
月
20
日（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所 

役
場
会
議
室

問 

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日 

9
月
20
日（
水
）

　
　

 

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所 

役
場
会
議
室

問�・
予�

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。事
前
予
約
は
9
月
19
日（
火
）

午
後
5
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

9
月
19
日（
火
）
飛
鳥
路
区
集
会
所

9
月
20
日（
水
）
東
部
区
集
会
所

9
月
22
日（
金
）
笠
置
会
館

時 

午
後
1
時
30
分
～
3
時

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

日 
11
月
1
日（
水
）、
5
日（
日
）、

　
　
　
7
日（
火
）、
8
日（
水
）の

　
　
　
4
日
間

所 

京
都
府
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ザ（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
―

64
）

ほ
か
周
辺
施
設

期 

10
月
4
日（
水
）ま
で

問 ・
申�

　
京
都
府
視
覚
障
害
者
協
会

　
　

�

☎
0
7
5
・
4
6
3
・
5
5
6
9

定 

15
名

他 

資
料
代
1
2
6
4
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
2
6
4
0
円
を
含
む
）

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日
9
月
19
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所 

笠
置
会
館
１
階
会
議
室

問 

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
） 

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

　
笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

行
政
相
談（
和
束
町
）

日 

9
月
5
日（
火
）　
午
後
1
時
30
分
～

3
時
30
分

所
和
束
町
役
場　
第
1
相
談
室

問 

和
束
町
総
務
課

　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

相
談

問 

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

9
月
13
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

9
月
15
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

9
月
22
日（
金
）
高
尾
公
民
館

時 

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

　
親
子
で
集
ま
り
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
集
団
の
中
で
思
い

切
り
遊
べ
る
場
で
す
。
保
育
園
に
入
園
し
て

い
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
、
子
育
て
の
仲
間

の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

対 

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
3
町
村

い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の
人
も
参
加
可
能
で

す
）す

く
す
く
広
場

曜 
毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所 

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
和

束
保
育
園
内
）

　

 

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
し
ら
せ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

ひ
よ
こ
広
場

対 

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者

曜 

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
機
能
訓
練
室
内
）

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
9
月
27
日（
水
）

（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住

ま
い
の
人
も
参
加
可
能
で
す
。
）

問 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

日…日時　 　 曜…曜日　　  所…場所　　  講…講師  対…参加対象  定…定員　  費…費用  持…持ち物
期…申込期間  申…申込方法  募…募集人員  内…内容  他…その他  　問…問合せ  予…予約  直…直通 142023.9︱vOL.210 広報  れんいけ

れ いんけ
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日…日時　 　 曜…曜日　　  所…場所　　  講…講師  対…参加対象  定…定員　  費…費用  持…持ち物
期…申込期間  申…申込方法  募…募集人員  内…内容  他…その他  　問…問合せ  予…予約  直…直通

新型コロナワクチン接種についてのお知らせ
　９月20日以降、希望するすべての人を対象にXBB対応ワクチンの接種が始まります。自己負担はありま
せん（特例臨時接種実施期間の令和６年３月31日まで）。

令和５年秋開始接種
対 象 者　 初回接種（※）を終了したすべての人

※初回接種：５歳以上の人は１・２回目の接種、６か月～４歳の人は１～３回目の接種。
※重症化リスクの高い高齢者や基礎疾患のある人は今回の接種が推奨されます。

接 種 期 間　令和５年９月20日から令和６年３月31日まで
接 種 回 数　１人１回
接 種 間 隔　前回の接種から３か月以上あける
使用ワクチン　現在の流行主流株であるオミクロン株XBB.1.5対応１価ワクチン
※予防接種法上の「努力義務（※）」がある65歳以上の人には、各町村より別途個別通知をします。
※�令和５年秋開始接種では、64歳以下で基礎疾患等を有しない人は、予防接種法上の「努力義務（※）」の適用はありません。64歳以下の人
で接種を希望される場合は、各町村までお問合せください。

（※）「努力義務」とは、感染症の発生やまん延を予防するために、「接種を受けるよう努めなければならない」という予防接種法の規定です。

初回接種がまだの人 ※生後６か月以上のすべての人が対象。
接 種 期 間　令和６年３月31日まで
使用ワクチン　①９月19日まで：オミクロン株対応２価ワクチン

　　　　　　　　②９月20日以降：オミクロン株XBB.1.5対応１価ワクチン
※接種を希望される場合は、各町村までお問合せください。

※上記情報については、令和５年８月10日時点での情報です。今後の審議会により変更となる場合もありますので、ご了承ください。

問 合 せ　笠置町新型コロナワクチン接種コールセンター� ☎0743・95・3567
　　　　　　和束町福祉課� ☎0774・78・3006
　　　　　　南山城村新型コロナワクチン接種コールセンター� ☎0743・93・1567

その他

相楽東部広域連合職員採用試験
職種・募集人数および受験資格
職　種 募集人数 受　験　資　格

一般
事務職 若干名

①昭和63年４月２日以降に生まれた方
② 学校教育法による高等学校以上を卒業した方もしくは同等の学力を有する方（令和６年３月末までに卒業見

込みの人を含む）
※地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する方は、受験できません。

試験実施日および内容
試　験 試　験　日 場　所 試　験　内　容

第１次試験 10月15日（日） 和束町体験交流センター 教養試験（学歴別の試験）、適性検査
第２次試験 第１次試験合格者に対し通知します。 記述試験、グループ面接
第３次試験 第２次試験合格者に対し通知します。 個別面接

※試験当日は、新型コロナウイルス感染症の感染予防のため、マスク着用をお願いする場合があります。
※受験者数によっては、試験会場を追加または変更する場合があります。
応募受付期間　９月１日（金）～21日（木）
提 出 書 類　・試験申込書　　・受験票　　・エントリーシート
　　　　　　・履歴書　　　　・所有する資格の写し（様式不問）

※詳しくは、ホームページでご確認ください。なお、下線の書類はダウンロードできます。
※ 郵送の場合は、封筒表面に『採用試験申込書在中』と朱書きし、返信用封筒（長3サイズの封筒に、返信先

住所および氏名を記入し、404円分の切手（簡易書留分）を貼付すること）を同封してください。
採用予定日　令和６年４月１日（月）
給 与 等　 相楽東部広域連合職員に関係町村の条例を準用する条例に基づき、和束町職員の給与に関する

条例の規定等に基づき支給します。（令和５年４月１日現在の大卒初任給は、191,700円です）
受付場所・応募についての問合せ
〒619-1205 京都府相楽郡和束町中平田23-1　相楽東部広域連合　総務課　☎0774・78・0120

QＲコードからも
アクセスできます。

相楽東部広域連合

募 集
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ごみの出し方に関する問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302 直
　和束町農村振興課　☎0774・78・3008 直
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106 直

ビン収集日
　笠 置 町　毎月　第２水曜日
　和 束 町　毎月　第３金曜日
　南山城村　毎月　第３月曜日

缶類収集日
　笠 置 町　毎月　第３月曜日
　和 束 町　毎月　第２・４金曜日
　南山城村　毎月　第２水曜日

ビン・缶類の出し方
ビン　出せるもの（一例）
�ジュースのビン・酒のビン・調味料のビン

出す時の注意
◎�キャップやふたは必ず外して、中身を全部取り除き
軽く水洗いしてください。
◎�外したふたは、プラスチック製のものはプラスチッ
ク製容器包装に、金属製のものは粗大ごみに出して
ください。
◎�ビール瓶・一升瓶・牛乳瓶等はで
きるだけ購入店へ返却してくださ
い。購入店に返却された瓶は洗浄
してリユース（再利用）されます。
◎�農薬・劇薬等のビンは収集で
きませんので販売店等に引取
を依頼してください。

缶類　出せるもの（一例）
�ジュースの缶・ビールの缶
缶詰の缶・一斗缶・スプレー缶
出す時の注意
◎�中身を全部取り除き水洗いしてください。
◎�中にタバコなどを入れたまま出さないでください。
◎�スプレー缶・カセットボンベ等については中身
が残ったままであると、発火事故の原因となり
大変危険です。使いきってから缶類の日に出し
てください。
◎�缶以外の金属は粗大�
ごみに出してください。 丈夫な袋に

入れて出して
  ください。

カン

やぶれてビンなど
が散乱しないよう
に丈夫な袋に入れ
て出してください。

日…日時　 　 曜…曜日　　  所…場所　　  講…講師  対…参加対象  定…定員　  費…費用  持…持ち物
期…申込期間  申…申込方法  募…募集人員  内…内容  他…その他  　問…問合せ  予…予約  直…直通

京都やましろ体験交流協議会	 〒619-1222�和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
	 ☎ 0774・78・3396　  info@chagenkyo.com　担当：湊・鍵岡・吉岡

農村宿泊体験（農泊）9月号
　受入家庭のみなさん、こんにちは。まだま
だ暑い日が続いておりますが、お元気ですか。
　3年ぶりの大型教育旅行の受入、ありがと
うございました。数年ぶりの受入という人も
多く、戸惑いや不安もあったかと思いますが、
みなさん笑顔で受入れてくださいました。
後日届いたお礼の手紙には、感謝の言葉がた
くさん書かれていました。
　そして既にお伝えしている通り、下半期の
国内教育旅行の受入スケジュールが決まりま
した。
　生徒にとって一生に一度あるかないかの農
泊体験がいい経験になるように、事務局も準
備を進めていますので、受入家庭のみなさん、
引き続きよろしくお願いします。

2023年度下半期〜農泊受入スケジュール
受入月日 国・地域 人数 受入エリア

10月17日（火）～18日（水） 高等学校（東京都私立）� 25 和束町
10月25日（水）～26日（木） 中学校（東京都私立） 112 全域
10月31日（火）～11月１日（水） 中学校（大阪府私立） � 40 全域
11月15日（水）～16日（木） 兵庫県神戸市立中学校 � 51 全域

2024年１月23日（火）～24日（水）広島県大竹市立中学校 � 20 和束町
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Separate trash ゴミの出し方 



ベストショット
ボクたち、ワタシたちの

　７月25日(火)、障がいを正しく理解し、共に楽しく過ごす交流の場として、「れんごう夏季交流
会」が開かれ、40人以上の小･中学生が南山城村文化会館（やまなみホール）に集まりました。
　学校紹介で自分たちの学校の特徴や自慢できるところを発表し合い、お互いの学校生活の様子な
どを知ることができました。
　その後、４つの班に分かれて、一人ひとりが自己紹介をした後さまざまなゲームを楽しみ、子ど
もたちは大いに盛り上がりました。

れんごうれんごう夏季交流会夏季交流会

なかよくなろう!なかよくなろう!ともだちともだち
いっぱい!
いっぱい!

終わりの集い（感想・発表）

学校紹介

パラバルーンあそび

リレーあそび（パズル合わせ）
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加茂方面のお出かけに。
【相楽東部広域バス】好評運行中

３ 町 村 人 口
人口・世帯数（令和５年８月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口 1,135人　
世帯数   584世帯

（減1）
（0）

和 束 町
☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口 3,553人　
世帯数 1,689世帯

（減5）
（減1）
南山城村

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口 2,472人　
世帯数 1,219世帯

（増1）
（増1）

運行日：毎日
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円
◦月ヶ瀬口駅発

６：00 / ８：15 / 10：15 / 13：40 / 15：40 / 17：50
◦加茂駅発

６：55 / ９：15 / 11：15 / 14：40 / 16：40 / 18：50
【運行状況や忘れ物に関すること】 株式会社キタモリ ☎0595・38・1524
【その他の問合せ】 南山城村総務財政課 ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

和束町体験交流センター図書室から 南山城村図書室から
☆『おはなしのじかん』のご案内
日９月17日（日）　午前10時30分～
所和束町体験交流センター ホール

☆『ちいさなおはなし会』のご案内
日９月16日（土）　午後２時～３時
所南山城村図書室
　毎月第三土曜日に開催しています。
予約は不要です。

☆休室日のお知らせ
　本の所蔵整理のため、９月27日（水）～ 10月６日（金）まで
休室します。返却は「本のポスト」をご利用ください。ご迷惑
おかけしますが、よろしくお願いします。

図書室だより

図書室の連絡先〈３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。〉
笠置町図書室  ☎0743・95・2726／和束町体験交流センター図書室  ☎0774・78・4013／南山城村図書室  ☎0743・93・0522

「木挽町のあだ討ち」� 永井 紗耶子 ／ 著

　雪の降る夜、芝居小屋のすぐそばで、美
しい若衆によるみごとな仇討ちが成し遂げ
られた。2年後、ある若侍が大事件の顚末
を聞きたいと木挽町を訪れる。芝居者たち
の話から炙り出される真相は…。

一般書

笠
置
町

「太郎の嫁の物語」� 三浦 暁子 ／ 著

「最強に面白い確率」� 今野 紀雄 ／ 著

「不便なコンビニ」� キム・ホヨン ／ 著
一般書

児童書

「水害のサバイバル」� パク・ソンイ ／ 著

「はながさいたら」� カトリーナ・ムーア ／ 著

「デジタルの未来図鑑」� 岡嶋 裕史 ／ 著

「こども調べ方教室」� 茂木 秀昭 ／ 監修　バウンド ／ 著

　ネットはもちろんのこと、書籍、新聞、
図書館などを利用して、自分が理解できる
まできちんと調べ続けることの重要性を伝
える。すべての教科学習の土台となるスキ
ル、生きる力に直結する「調べる力」を養
うきっかけとなる一冊。

一般書

和
束
町

「獣の夜」� 森 絵都 ／ 著

「図書館のお夜食」� 原田 ひ香 ／ 著

「�考古学者が発掘調査をしていたら、�
怖い目にあった話」� 大城 道則 ／ 著

一般書

児童書

「どろぼうねこ�うみのいえ」�かのう かりん ／ 著

「おふろそうじきんぎょたい」�山村 浩二 ／ 著

「彗星とさいごの竜」� 今井 恭子 ／ 著

「てんごく」� 新美 南吉 ／ 詩　長野 ヒデ子 ／ 絵

　「おんぶされると、おかあさんのあたたかさが子どもに伝わりま
す。子どもたちは背中からおとながやることを見て、たくさんのこと
を学んでいるのです。わたしは今でもおんぶされるとうれしくなり
ます。」あとがきより一部抜粋
　おかあさんたちは、みんなひとつのてんごくをもっ
ています。それはやさしいせなかです。母への思いを
こめてつづった新美南吉の詩をもとにした絵本です。

児童書

南
山
城
村

「木挽町のあだ討ち（直木賞）」
� 永井 沙耶子 ／ 著
「デモクラシー」� 堂場 瞬一 ／ 著

「�おうち性教育はじめます�思春期と
家族編」� フクチ マミ、村瀬 幸浩 ／ 著

一般書

児童書
「ひとりでうんちがしたいのに」
� ジョニー・レイトン ／ 著
「ぼくは本のお医者さん」
� 深山 さくら ／ 著
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